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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

組
合
員
並
び
に
賛
助
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
新
た
な
気
持
ち
で
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
か
ら
四
年
目
と
な
る
昨
年
は
、
五
月
に
「
五
類
」
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
経
済
活
動
や
国
民
生
活
も
コ
ロ

ナ
禍
以
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
平
均
株
価
が
七
月
に
バ
ブ
ル

後
の
最
高
値
を
更
新
す
る
明
る
い
話
題
も
有
り
ま
し
た
。 

県
内
に
お
い
て
も
、
一
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
で
「
二
〇
二
三
年
に
行

く
べ
き
五
十
二
カ
所
」
に
ロ
ン
ド
ン
に
次
い
で
二
番
目
に
「
盛
岡
市
」
が
選
ば
れ

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
経
済
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
。 

然
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
長
期
化
の
様
相
を
呈
し
、

新
た
に
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
紛
争
が
勃
発
す
る
中
で
、
原
油
価
格
の
高
止

ま
り
や
円
安
に
よ
る
多
く
の
材
料
、
製
品
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
や
納
期
の
遅
延
、

更
に
は
人
手
不
足
に
よ
る
人
件
費
上
昇
な
ど
厳
し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
い
ま

す
。 国

政
で
は
、
九
月
に
第
二
次
岸
田
第
二
次
改
造
内
閣
が
発
足
し
十
一
月
に
物
価

高
対
策
と
し
て
の
総
合
経
済
対
策
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
十
二
月

に
所
謂
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
問
題
が
明
る
み
に
出
て
、
多
く
の
閣
僚
や

党
役
員
な
ど
が
辞
任
す
る
な
ど
今
後
の
政
権
運
営
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い
て
は
、
三
月
に
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
大
谷
翔
平
選
手
、
佐
々
木

朗
希
選
手
ら
の
活
躍
で
米
国
を
下
し
十
四
年
ぶ
り
に
優
勝
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

大
谷
選
手
は
ア
・
リ
ー
グ
で
四
十
四
本
の
本
塁
打
を
放
ち
日
本
人
選
手
初
の
本
塁

打
王
を
獲
得
す
る
な
ど
投
打
二
刀
流
の
活
躍
で
史
上
初
と
な
る
二
度
目
の
満
票

で
Ｍ
Ｖ
Ｐ
に
輝
き
ま
し
た
。
今
後
も
新
天
地
で
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。 

当
組
合
で
は
、
二
月
に
組
合
会
館
外
壁
の
大
規
模
改
修
工
事
が
終
了
し
、
現
在

新
た
に
建
設
か
ら
五
十
年
余
り
経
過
し
老
朽
化
し
た
給
水
設
備
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
十
一
月
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
集

団
接
種
を
市
内
の
個
人
病
院
の
協
力
の
基
に
実
施
し
、
短
時
間
で
四
百
人
ほ
ど
に

接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

団
地
内
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
で
は
、
組
合
独
自
で
団
地
の
背
割
り
道
路
に
二
百
基

の
防
犯
灯
を
設
置
し
、
歩
行
者
の
暗
さ
へ
の
不
安
解
消
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
は
各
自
治
体
が
所
有
す
る
表
通
り
の
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
実
現
に
向
け
て

要
請
し
て
参
り
ま
す
。 

更
に
、
新
年
度
か
ら
の
新
事
業
と
し
て
、
組
合
員
企
業
各
社
の
求
人
活
動
支
援

の
た
め
の
合
同
企
業
説
明
会
や
団
地
内
従
業
員
向
け
の
新
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向

け
て
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
組
合
及
び
組
合
員
施
設
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
て
高
度
化
事
業
の
活
用
に
つ
い
て
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
組
合
員
並
び
に
賛
助
会
員
始
め
関
係
各
位
の
ご
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

年
頭
の
あ
い
さ
つ 
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一
、
報
告
事
項 

㈠
組
合
収
支
状
況
報
告(
令
和
五
年
九
月
末
中

間
決
算) 

九
月
末
現
在
で
の
当
期
純
利
益
は
前
年

比
で
約
三
百
七
万
円
減
の
二
千
七
百
六
十

七
万
円
と
な
り
、
純
資
産
は
約
八
億
九
百

万
円
と
な
っ
た
。
外
壁
改
修
工
事
等
の
資

産
計
上
に
伴
う
減
価
償
却
費
の
増
加
が
減

益
と
な
っ
た
主
な
要
因
で
あ
る
。 

㈡
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
結

果
報
告 

㈢
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
令
和
五
年
度
上
期
実
績

報
告 参

加
企
業
数
は
五
十
七
社
五
十
九
施
設

で
あ
り
、
六
品
目
の
上
期
総
重
量
は
五
万

四
千
五
百
五
十
九
㎏
で
あ
っ
た
こ
と
を
報

告
。 ダ

ン
ボ
ー
ル
の
買
取
価
格
の
急
落
に
よ

り
、
令
和
二
年
四
月
か
ら
回
収
業
者
に
組

合
で
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
回
収
費
用
を
補
填

し
て
き
た
が
、
令
和
五
年
三
月
末
に
業
務

委
託
契
約
の
売
買
額
並
び
に
支
払
い
等
と

情
報
提
供
に
関
す
る
条
項
の
覚
書
を
交
わ

し
た
こ
と
で
、
四
月
か
ら
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

業
者
買
取
額
が
条
件
と
し
て
い
る
基
準
値

で
推
移
し
て
お
り
、
組
合
で
補
填
し
て
い

る
回
収
費
用
は
発
生
し
て
い
な
い
。
た
だ

し
、
組
合
へ
の
還
元
も
な
い
た
め
、
参
加
企

業
へ
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
は
中
断
中
で

あ
る
が
、
参
加
企
業
と
し
て
は
費
用
を
負

担
す
る
こ
と
な
く
六
品
目
の
リ
サ
イ
ク
ル

品
を
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

㈣
次
回
理
事
会
・
忘
年
会
の
開
催
日
時
・
場
所 

に
つ
い
て 

 

二
、
提
出
議
案 

第
一
号 

令
和
六
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に

新
年
交
歓
会
開
催
の
承
認
に
つ
い

て 

令
和
六
年
一
月
十
八
日
に
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ
に
お
い
て
開

催
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
講
師
は
、
南

極
地
域
観
測
隊
に
同
行
し
た
岩
手
日
報
社

の
記
者
の
方
を
予
定
し
て
い
る
。 

第
二
号 

団
地
内
施
設
の
賃
貸
及
び
賃
借
人

の
賛
助
会
員
加
入
承
認
に
つ
い
て 

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

    

一
、
報
告
事
項 

㈠
組
合
収
支
状
況
報
告(

令
和
五
年
十
月
末
試

算
表 十

月
末
現
在
で
の
当
期
純
利
益
は
前
年

比
で
約
五
百
十
七
万
円
減
の
二
千
九
百
四

十
三
万
円
と
な
り
、
純
資
産
は
約
八
億
一

千
万
円
と
な
っ
た
。
減
価
償
却
費
の
増
加

が
減
益
と
な
っ
た
主
な
要
因
で
あ
る
。 

㈡
令
和
六
年
新
春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に
新
年
交

歓
会
に
つ
い
て 

新
春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に
新
年
交
歓
会
の

詳
細
に
つ
い
て
、
講
師
は
岩
手
日
報
社
報

道
部
の
菊
池
健
生
氏
と
鹿
糠
敏
和
氏
の
お

二
人
で
テ
ー
マ
は
「
南
極
探
見
５
０
０
日
」

に
決
定
し
、
開
催
案
内
を
発
送
し
た
こ
と

を
報
告
。 

㈢
県
有
地(

組
合
会
館
敷
地)

の
取
得
に
つ
い

て 

今
年
度
中
の
取
得
を
目
指
し
て
い
る
組

合
会
館
の
敷
地
で
あ
る
県
有
地
に
つ
い
て
、

現
在
の
進
捗
状
況
を
報
告
。 

㈣
矢
巾
町
合
同
企
業
説
明
会
・
相
談
会
に
つ
い 

 
 

 

て 

組
合
の
企
画
委
員
会
で
組
合
員
対
象
の

求
人
説
明
会
を
計
画
中
で
あ
る
こ
と
を
矢

巾
町
と
共
有
し
て
お
り
、
今
回
、
矢
巾
町
が

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
盛
岡
よ
り
矢
巾
町
の
合
同

企
業
説
明
会
・
相
談
会
と
し
て
今
年
度
中

の
開
催
を
目
標
と
し
た
計
画
の
提
案
を
受

け
、
当
組
合
で
開
催
す
る
方
向
で
あ
る
こ

と
を
報
告
。 

盛
岡
市
で
は
過
去
三
回
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
共
催
で
実
施
し
て
い
る
。
矢
巾
町
で

実
施
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
り
、
対
象
企

業
を
矢
巾
町
所
在
の
組
合
員
企
業
で
提
案

を
受
け
た
が
、
当
組
合
と
し
て
盛
岡
卸
セ

ン
タ
ー
全
組
合
員
と
賛
助
会
員
あ
て
に
案

内
で
き
る
よ
う
交
渉
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。
十
二
月
中
に
三
団
体
で
の
打
合
せ
を

予
定
し
て
い
る
。 

参
加
条
件
は
、
現
在
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

登
録
ま
た
は
説
明
会
前
に
登
録
予
定
と
す

る
組
合
員
と
賛
助
会
員
の
求
人
企
業
を
対

象
と
し
、
今
後
募
集
し
て
い
く
こ
と
と
す

る
。 

㈤
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

来
年
度
の
理
事
会
及
び
令
和
七
年
度
通

常
総
会
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
案
を
報
告
。 

 

二
、
提
出
議
案 

第
一
号 

団
地
内
施
設
及
び
組
合
出
資
持
分

譲
渡
の
承
認
に
つ
い
て 

原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。 

       

十
一
月
三
日
㈮
き
た
か
み
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
に
お
い
て
組
合
並
び
に
労
務
厚
生
委
員

会
の
共
催
で
開
催
し
た
。
十
一
月
と
い
う
こ
と

も
あ
り
寒
い
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
が
、
天
候

や
気
温
も
上
々
で
プ
レ
イ
す
る
に
は
暑
さ
を

感
じ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。 

                    

《
参
加
者
》
十
三
社 

十
八
名 

《
成 

績
》（
新
ぺ
リ
ア
方
式
） 

 

優 

勝 

藤
村 

文
昭
（
㈱
藤
村
商
会
） 

Ｎ
Ｅ
Ｔ 

７
２
．
８ 

 

準
優
勝 

上
遠
野
幸
二
（
㈱
江
東
微
生
物
研
究
所
） 

Ｎ
Ｅ
Ｔ 

７
３
．
０ 

 

第
三
位 

山
澤 

牧
子
（
㈱
江
東
微
生
物
研
究
所
） 

Ｎ
Ｅ
Ｔ 

７
３
．
２ 

       

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種
を
十
一

月
六
日
、
盛
岡
地
区
勤
労
者
共
同
福
祉
セ
ン
タ

ー
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
し
た
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
集
団
予
防
接
種
は
厚
生
事
業
と
し
て

初
め
て
の
実
施
と
な
り
三
七
七
名
が
接
種
を

行
っ
た
。 

岩
手
に
お
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
が
急
拡
大
し
て
お
り
、
組
合
員
企
業
に
お
い

て
も
従
業
員
が
罹
患
す
る
こ
と
で
業
務
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
医
療
機
関

に
出
向
い
て
の
接
種
は
業
務
の
関
係
で
調
整

が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
市
内
の
個
人
病
院
に

ご
協
力
い
た
だ
き
集
団
接
種
に
至
っ
た
。
ま
た

今
回
は
接
種
費
用
の
一
部
を
組
合
よ
り
補
助

し
て
い
る
。
組

合
員
企
業
の
ご

協
力
に
よ
り
当

日
キ
ャ
ン
セ
ル

も
ほ
ぼ
無
く
、

接
種
者
か
ら
も

ス
ム
ー
ズ
に
接

種
で
き
て
良
か

っ
た
と
の
声
も

い
た
だ
い
て
い

る
。
組
合
で
は

厚
生
事
業
の
充

実
を
図
り
、
次

年
度
以
降
も
継

続
し
て
実
施
し

て
い
く
予
定
と

し
て
い
る
。 

  

理
事
会
結
果
報
告 

第
八
回
理
事
会(

十
一
月
二
十
一
日
開
催)

 

第
九
回
理
事
会(

十
二
月
二
十
二
日
開
催)

 

｢

卸
団
地
従
業
員
親
睦 

 

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ｣

開
催 

 

｢

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

集
団
予
防
接
種｣

を
実
施 

 



(3) 

      

十
一
月
六
日
㈪
ラ
ポ
ー
ル
盛
岡(

組
合
会

館)

研
修
室
に
お
い
て
四
社
八
名
の
参
加
に
よ

り
繊
維
部
会
と
繊
維
部
会
企
画
委
員
会
と
の

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。 

会
議
で
は
、
令
和
六
年
の
共
同
売
り
出
し
カ

レ
ン
ダ
ー
の
最
終
デ
ザ
イ
ン
案
や
そ
の
発
送

方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ
た
。 

ま
た
、
最
近
の
業
界
の
状
況
に
つ
い
て
も
各

社
の
情
報
交
換
を
行
っ
た
。 

物
価
高
に
よ
り
衣
料
品
関
係
も
軒
並
み
値

上
が
り
が
現
在
も
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
る

買
い
控
え
や
、
メ
ー
カ
ー
の
廃
業
や
製
造
中
止

に
よ
っ
て
商
品
が
入
荷
し
な
い
こ
と
、
今
ま
で

は
安
価
な
商
品
と
し
て
定
番
で
あ
っ
た
中
国

製
も
価
格
が
上
が
っ
て
い
る
な
ど
難
し
い
商

戦
が
続
い
て
い
る
お
話
が
多
か
っ
た
。
し
か
し

そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
も
新
た
な
取
引
先

を
一
気
に
三
十
件
ほ
ど
開
拓
し
た
こ
と
や
縫

製
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
の
明
る
い
話
題

も
出
た
。 

会
員
数
は
三
社
と
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
が
、
活
発
な
意
見
・
情
報
交
換
が
な
さ
れ
今

後
も
さ
ら
に
協
力
を
強
め
る
機
会
と
な
っ
た
。 

       

十
一
月
七
日
㈫

と
八
日
㈬
の
二
日

間
、
矢
巾
北
中
学
校

及
び
矢
巾
町
企
業

連
絡
会
か
ら
の
依

頼
に
基
づ
き
、
同
校

の
生
徒
二
名
が
当

組
合
事
務
局
で
「
職

場
体
験
学
習
」
を
行

っ
た
。
初
日
は
、
卸

団
地
の
事
務
局
の

業
務
内
容
な
ど
の

説
明
を
行
い
、
そ
の
後
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
集
団
接
種
の
予
診
票
整
理
な
ど
を
行

っ
た
。
二
日
目
は
、
会
館
売
店
で
特
売
用
お
菓

子
の
検
品
や
値
付
け
、
販
売
対
応
な
ど
を
体
験

し
た
。 

二
日
間
の
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
労
働
の
喜

び
と
苦
労
を
少
し
で
も
経
験
で
き
た
の
で
あ

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
受
入
側
も
人
手
不
足
が
深

刻
化
す
る
中
で
卸
団
地
の
Ｐ
Ｒ
が
出
来
て
有

意
義
で
あ
っ
た
。 

       

十
一
月

六
日
～
九

日
の
四
日

間
、
盛
岡

地
区
勤
労

者
共
同
福

祉
セ
ン
タ

ー
に
お
い

て
「
秋
の
生

活
習
慣
病

予
防
健
診

及
び
が
ん

検
診
」
を
実

施
し
、
四
日

間
で
三
百

四
十
二
人

が
受
診
し

た
。
感
染

症
予
防
と
し
て
健
診
会
場
内
で
は
極
力
マ
ス

ク
着
用
を
呼
び
か
け
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ

た
。
早
朝
の
た
め
濃
霧
の
日
も
あ
っ
た
が
、
受

診
率
も
八
十
九
％
で
あ
っ
た
。 

       

十
一
月
九
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
ラ

ポ
ー
ル
盛
岡
研
修
室
に
お
い
て
、
労
務
厚
生
委

員
会
と
矢
巾
町
福
祉
課
と
の
共
催
に
よ
り
岩

手
医
科
大
学
教
授
の
大
塚
耕
太
郎
氏
を
迎
え

「
続
・
働
き
世
代
の
こ
こ
ろ
の
健
康
教
室
」
と

題
し
講
習
会
を
開
催
し
た
。 

昨
年
度
も
行

っ
た
講
習
の
続

編
で
あ
り
、
メ
ン

タ
ル
不
調
を
お

こ
し
た
従
業
員

に
対
す
る
具
体

的
な
サ
ポ
ー
ト

対
応
や
休
職
か

ら
復
職
に
向
け

て
の
サ
ポ
ー
ト

態
勢
の
つ
く
り

か
た
を
学
ん
だ
。 

ま
た
、
企
業

内
で
は
対
応
し

き
れ
な
い
専
門

機
関
へ
の
つ
な
ぎ
方
も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、

現
実
性
に
即
し
た
講
習
内
容
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
今
回
は
矢
巾
町
福
祉
課
の
協
力
の
も

と
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
に
も
対
応
し
参
加
者
の

拡
大
を
図
っ
た
。 

今
後
も
矢
巾
町
と
協
力
し
、
講
演
内
容
や
提

供
方
法
の
充
実
を
図
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
よ

り
よ
い
機
会
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
進
め

た
い
。 

       

十
一
月
十
日
㈮

ラ
ポ
ー
ル
盛
岡
研

修
室
に
お
い
て
、

組
合
主
催
に
よ
る

令
和
五
年
度
新
入

社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
会
を
、

㈱
経
営
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
協
会
か
ら

須
藤
達
氏
を
講
師

に
迎
え
、
八
社
二

十
名
で
の
研
修
を

行
っ
た
。 

入
社
か
ら
約
七
か
月
が
過
ぎ
、
入
社
時
か
ら

の
振
り
返
り
や
、
主
体
的
な
仕
事
の
と
ら
え
方

等
を
講
義
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
学

ん
だ
。 

研
修
の
「
期
待
さ
れ
る
発
揮
行
動
と
は
」
の

講
義
の
中
で
、
自
分
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
に

発
揮
し
、
チ
ー
ム
で
行
う
業
務
に
不
可
欠
な
行

動
能
力
を
上
げ
る
コ
ツ
を
受
講
者
は
熱
心
に

聞
き
入
っ
て
い
た
。 

       

十
一
月
十
四
日

㈫
～
十
六
日
㈭
流

通

セ

ン

タ

ー

内

「
秋
の
団
地
内
一

斉
清
掃
」
を
実
施

し
た
。 

十
六
日
午
前
十

時
か
ら
は
清
掃
実

施
状
況
の
確
認
の

た
め
、
環
境
整
備

委
員
会
委
員
が
流

通
セ
ン
タ
ー
内
を

四
つ
の
コ
ー
ス
に

分
担
し
て
巡
回
し

た
。 

巡
回
確
認
の
結
果
、
例
年
巡
回
の
際
に
も
ゴ

ミ
を
拾
う
こ
と
が
多
々
あ
る
が
今
回
は
ほ
と

ん
ど
ゴ
ミ
を
拾
う
こ
と
が
な
い
ほ
ど
ゴ
ミ
が

少
な
か
っ
た
と
の
意
見
が
多
く
出
て
お
り
、
組

合
員
・
賛
助
会
員
及
び
周
辺
企
業
の
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
委
員
会
で
度
々
意
見
と
し
て
出
て

い
る
歩
道
や
道
路
部
分
の
雑
草
や
建
物
裏
側

の
清
掃
に
つ
い
て
は
ま
だ
手
の
回
っ
て
い
な

い
企
業
が
多
く
見
ら
れ
改
善
が
必
要
で
あ
る

と
の
意
見
が
出
た
。 

歩
道
や
道
路
は
本
来
各
行
政
機
関
で
維
持

管
理
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
現
実
と
し
て
ど

の
地
域
も
近
隣
住
民
や
周
辺
企
業
に
よ
っ
て

キ
レ
イ
に
保
た
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る

の
で
組
合
員
・
賛
助
会
員
並
び
に
流
通
セ
ン
タ

ー
内
入
居
企
業
に
も
ご
協
力
頂
き
た
い
。 

｢

第
一
部
会(

繊
維
部
会)

 
 

定
例
部
会｣

の
開
催 

 ｢

町
内
中
学
生
の 

職
場
体
験｣

を
受
入 

 

｢

生
活
習
慣
病
予
防
健
診 

 

・
が
ん
検
診｣

を
実
施 

 ｢

働
き
世
代
の
こ
こ
ろ
の 

健
康
教
室｣

講
習
会
の
開
催 

｢

新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ 

 

研
修
会｣

の
開
催 

  

「
秋
の
団
地
内
一
斉
清
掃
」

を
実
施 



(4) 
令和６年１月１日 ラポール盛岡ニュース １３３号 

      

十
一
月
二
十
一
日
㈫
午
後
四
時
よ
り
盛
岡

南
消
防
署
矢
巾
分
署
の
協
力
の
も
と
、
ラ
ポ
ー

ル
盛
岡
組
合
会
館
全
体
で
の
消
防
訓
練
を
実

施
し
た
。
二
階
給
湯
室
の
給
湯
器
か
ら
出
火
し

た
と
い
う
想
定
で
訓
練
が
開
始
さ
れ
、
館
内
に

非
常
放
送
が
流
れ
る
中
、
初
期
消
火
、
通
報
、

避
難
誘
導
な
ど
消
防
計
画
に
基
づ
き
訓
練
が

行
わ
れ
た
。 

テ
ナ
ン
ト
も
含
め
た
会
館
全
体
で
の
訓
練

は
実
に
十
一
年
ぶ
り
で
あ
り
、
組
合
職
員
も
含

め
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ

た
。
初
め
て
の
た
め
自
分
の
役
割
を
こ
な
す
こ

と
に
集
中
す
る
様
子
も
見
受
け
ら
れ
た
が
、
万

が
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
出
火
場
所
、

人
員
な
ど
は
計
画
の
通
り
に
は
行
く
こ
と
は

な
く
誰
が
ど
の
役
割
を
担
う
か
は
分
か
ら
な

い
。
そ
の
場
に
応
じ
た
迅
速
な
対
応
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
練
を
通
し
て
普
段
か
ら

防
災
に
対
す
る
個
々
の
意
識
を
高
め
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
た
。 

そ
れ
に
お
い
て
も
人
命
第
一
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
な
く
、
不
特
定
多
数
の
方
が
出
入
り

す
る
組
合
会

館
に
お
い
て

は
避
難
誘
導

が
重
要
と
な

る
。
訓
練
で

は
「
火
事
だ

ー
！
避
難
し

て

く

だ

さ

い
！
」
と
い

う
大
き
な
声

で
誘
導
を
し

な
が
ら
、
参

加
者
は
避
難

場
所
で
あ
る

流
通
神
社
駐

車
場
に
避
難

し
た
。
避
難

後
に
は
水
消

火
器
を
使
用

し
た
消
火
訓

練
も
行
わ

れ
、
消
火

器
の
操
作

方
法
を
確

認
し
な
が

ら
火
元
の

的
に
向
け

放
水
を
行

っ
た
。 

参
考
ま

で
に
災
害

時
に
お
け

る
指
定
緊

急
避
難
場

所
と
し
て
、

流
通
セ
ン

タ
ー
内
で

は
広
宮
沢

公
園
、
鹿

妻
公
園
、

き
た
が
わ

公
園
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
指
定
避
難

所
に
は
矢
巾
勤
労
者
共
同
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
岩

手
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
流
通
セ
ン
タ
ー
公

民
館
が
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

日
頃
か
ら
火
災
や
自
然
災
害
に
備
え
、
慌
て

ず
行
動
で
き
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。 

                    

      

各
部
会
に
お
い
て
十
一
月
下
旬
か
ら
十
二

月
に
か
け
て
忘
年
会
を
開
催
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
以
前
は
合
同
で
開
催
し
て
い
た

部
会
も
あ
っ
た
が
、
昨
年
に
引
き
続
き
そ
れ
ぞ

れ
の
部
会
単
独
で
の
開
催
と
な
っ
た
。 

（
写
真
は
第
三
部
会
、
第
六
部
会
の
様
子
） 

                     

十
一
月
二
十

八
日
㈫
午
後
五

時
三
十
分
か
ら

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

カ
リ
ー
ナ
に
お

い
て
、社
会
保
険

労
務
士
法
人
Ｗ

Ｉ
Ｔ
Ｈ
代
表
の

後
藤
真
理
子
氏

を
講
師
に
迎
え
、

「
最
近
の
労
務

管
理
に
お
け
る

課
題
と
対
応
策
」

と
題
し
、今
回
は

経
営
研
究
会
の

会
員
と
Ｏ
Ｂ
会
員
の
み
な
ら
ず
、
組
合
員
や
賛

助
会
員
で
も
参
加
で
き
る
企
画
と
し
て
研
修

会
を
行
っ
た
。 

 

二
〇
一
九
年
に
働
き
方
改
革
関
連
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
、
最
近
の
労
務
管
理
に
お
け
る

様
々
な
課
題
や
、
ジ
ャ
ニ
ー
ズ
問
題
と
ビ
ジ
ネ

ス
と
人
権
、
パ
ー
ト
と
ア
ル
バ
イ
ト
の
年
収
の

壁
対
応
に
つ
い
て
、
経
営
者
及
び
管
理
者
目
線

で
労
務
に
か
か
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
事
例
な
ど
、

例
会
で
し
か
伺
う
こ
と
の
で
き
な
い
様
々
な

お
話
し
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
経
営
者

や
管
理
者
と
し
て
労
務
上
の
悩
み
の
質
疑
を

活
発
に
行
っ
て
い
た
。 

       

七
月
六
日
㈭

午
前
十
時
三
十

分
か
ら
ラ
ポ
ー

ル
盛
岡
研
修
室

に
お
い
て
二
十

七
名
の
参
加
に

よ
り
「
高
度
化

事
業
の
ご
案
内

に
つ
い
て
」
と

題
し
、
独
立
行

政
法
人
中
小
企

業
基
盤
整
備
機

構 

高
度
化
事

業
部
高
度
化
事

業
推
進
課
課
長

代
理
の
桜
井
裕
之
氏
を
講
師
に
迎
え
研
修
を

行
っ
た
。 

組
合
で
は
、
今
年
度
か
ら
高
度
化
資
金
の
活

用
に
つ
い
て
組
合
員
の
皆
様
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
岩

手
県
及
び
岩
手
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
か

ら
も
担
当
職
員
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
長

期
・
固
定
か
つ
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る

高
度
化
資
金
の
活
用
に
つ
い
て
具
体
的
な
事

例
を
交
え
て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。 

研
修
後
、
複
数
の
組
合
員
か
ら
自
社
施
設
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
な
ど
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
り
、
有
意
義
な
研
修
と
な
っ
た
。 

「
ラ
ポ
ー
ル
盛
岡 

消
防
訓
練｣

を
実
施 

｢

経
営
研
究
会 

十
一
月
例
会｣

の
開
催 

 

｢

高
度
化
資
金
セ
ミ
ナ
ー｣

 

の
開
催 

  

｢

各
部
会
忘
年
会｣

を
開
催 

  

流通センター内 
雪捨場のご案内 

<指定雪捨場所> 
1.広宮沢公園野球場隣駐車場 

（東側半面のみ） 

2.鹿妻公園ソフトボール場隣駐車場 

(組合ＨＰに地図がございます) 
 
雪捨場所に関するお問合わせは、 
協同組合盛岡卸センター 
TEL:０１９－６３８－１１１１ 
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ラポール盛岡１Ｆロビー催事予定 

 

催 事 内 容 開 催 日 

１
月 

乾物・珍味販売 4、11、18、25 

婦人服販売 29～31 

くつ・かばん販売 5、12、26 

おにぎり販売 12、19、26 

２
月 

乾物・珍味販売 1、8、15、22、29 

婦人服販売 1、2、26～29 

雑貨販売 16 

おにぎり販売 2、9、16 

令和６年新春セミナー・ 

新年交歓会のお知らせ 
日 時：令和６年１月１８日(木) 午後４時～ 
場 所：「ホテルメトロポリタン盛岡 NEW WING」 

盛岡市盛岡駅前北通２－２７ 
ＴＥＬ:019－６２５－１２１１ 

講 師： ㈱岩手日報社 報道部記者     菊池 健生氏 
                    (第63次南極地域観測隊同行) 
                    報道部第二部長 鹿糠 敏和氏 
                    (第49次南極地域観測隊同行) 
演 題：「南極探見５００日」 

※セミナー終了後、交歓会を開催 

＊
賛
助
会
員
加
入
＊ 

＊
代
表
者
変
更
＊
〔 

〕
内
前
代
表
者
・
敬
称
略 

・
㈱
丸
西(

第
３
部
会) 

 
代
表
取
締
役 

大
原 

浩
二
〔
井
上 

 

亮
〕 

・
㈱
マ
ル
ノ(

第
３
部
会) 

 

代
表
取
締
役 

内
舘
茂
太
郎
〔
内
舘 

 

茂
〕 

・
㈱
宮
崎
商
店(

第
４
部
会) 

 

代
表
取
締
役 

佐
々
木
太
介
〔
宮
崎 

良
子
〕 

・
㈱
ト
ラ
ヴ
ィ
ス(

賛
助
会
員) 

 

代
表
取
締
役 
栗
谷
川
勝
彦
〔
鈴
木 

雅
博
〕 

・
㈱
双
見
商
会(

賛
助
会
員) 

 

代
表
取
締
役 

伊
藤 
研
二
〔
五
味 

健
一
〕 

＊
住
所
変
更
＊ 

組
合
異
動
状
況 

・
日
本
重
化
学
工
業
㈱(

第
３
部
会)

 
 

本 
 

社 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町 

 
 
 
 
 
 

２-

１２-

１０ 

Ｐ
Ｍ
Ｏ 
Ｅ
Ｘ 

 
 
 
 
 
 

日
本
橋
茅
場
町
ビ
ル
１１
階 

 

Ｔ 

Ｅ 

Ｌ 

０
３-

６
７
０
４-

４
７
２
５ 

 

Ｆ 

Ａ 

Ｘ 

０
３-

６
７
４
２-

０
２
６
３ 

・
二
葉
運
送
㈱ 

 

事
業
内
容 

運
送
業
・
倉
庫
業 

 

本 
 

社 

紫
波
郡
矢
巾
町
大
字
高
田 

 
 
 
 
 
 

１４-

１-

１ 
 

Ｔ 

Ｅ 

Ｌ 

０
１
９-

６
９
７-

８
２
１
１ 

 

Ｆ 

Ａ 

Ｘ 

０
１
９-

６
９
７-

８
２
１
５ 

 

代 

表 

者 

代
表
取
締
役 

藤
原 

修
一 

 

所 

在 

地 

流
通
セ
ン
タ
ー
南
１-

９-

７ 

4
日
㈭ 

 

矢
巾
町
新
春
の
集
い(

矢
巾
町)

 

9
日
㈫ 

 
(

一
社)

岩
手
経
済
同
友
会 

 
 
 
 
 

新
年
祝
賀
交
歓
会(

市
内)

 

10
日
㈬ 

 

第
１
部
会(

靴
部
会) 

例
会 

11
日
㈭ 

 

新
春
中
央
会 

 
 
 
 
 

組
合
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー(

市
内) 

18
日
㈭ 

 

組
合
新
春
セ
ミ
ナ
ー
並
び
に 

 
 
 
 
 

新
年
交
歓
会(
市
内) 

22
日
㈪ 

 

全
国
卸
商
業
団
地
㈿
連
合
会 

 
 
 
 
 

卸
団
地
制
度
６０
周
年
記
念
式
典 

 
 
 
 
 

(

東
京
都) 

〃 
 
 

第
１
部
会(

繊
維
部
会)

 

例
会 

23
日
㈫ 

 

全
国
卸
商
業
団
地
企
業
年
金
基
金 

 
 
 
 
 

理
事
会(

東
京
都) 

25
日
㈭ 

 

盛
岡
地
域
雇
用
開
発
協
会 

 
 
 
 
 

役
員
会(

市
内) 

〃 
 
 
 

第
４
部
会 

新
年
会(

市
内)

 

26
日
㈮ 

 

第
５
部
会 

新
年
会(

市
内)

 

〈
１
月
〉 

行 

事 

予 

定 

5
日
㈪ 

 

東
北
卸
商
業
団
地
連
絡
協
議
会 

 
 
 
 
 

幹
事
会
・
職
員
研
修
会(

青
森
県) 

〃 
 
 

経
営
研
究
会 

２
月
例
会(

八
幡
平
市)

 

6
日
㈫ 

 

総
務
・
税
制
委
員
会 

7
日
㈬ 

 

企
画
委
員
会 

10
日
㈯ 

 

第
４
部
会
ｂ
リ
ー
グ
観
戦 

11
日
㈰ 

 

第
４
部
会
ｂ
リ
ー
グ
観
戦 

13
日
㈫ 

 

第
１０
回 

理
事
会 

16
日
㈮ 

 

中
央
会 

知
事
と
の
意
見
交
換
会 

 
 
 
 
 
(

盛
岡
市) 

20
日
㈫ 

 

共
同
事
業
委
員
会 

〈
２
月
〉 
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